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回

コンパクトシティ・
プラス・ネットワーク
ってなんだろう？

笠間のいな吉Ｒ

笠間特別観光大使
　現在、市が抱えるまちづくりの課題解決や、魅力あるまちづくりを推進するための
取り組みとして、「立地適正化計画」と「景観計画」の策定を進めています。
　今回は、「立地適正化計画」の基となっている、コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考え方についてご説明します。

　住宅や商業施設、医療・福祉施設などの生活サービス施設がまとまって立地し、住民が公共交通や徒歩などにより、
これらの施設に容易にアクセスできるまちづくりの考え方です。

コンパクトシティ・プラス・ネットワークとは…

空家分布図（H27）

用途地域
空家

■都市の生活を支える機能の低下
○ 商業･医療･福祉などの生活サービス施
設の維持が困難

○ 公共交通ネットワークの縮小･サービ
ス水準の低下

■地域経済の衰退
○地域の産業の停滞、企業の撤退
○中心市街地の衰退、空家や空店舗の増加

■厳しい財政状況
○社会保障費の増加
○インフラの老朽化への対応

○人口減少・高齢者の増加
○拡散した市街地
○空家の増加など
・ 市街地の用途地域内に

空家が集中している。
・ 人口が5～10万人都市の

空家率の平均値は7.3％、
本市は「12.4％」と高い。

市が抱える課題
都市を取り巻く状況 課題の深刻化

こ
の
ま
ま
だ
と

課題を解決するには

都市の構造を見直し、「コンパクトな都市と地域間の連携による
まちづくり」を進めるため「立地適正化計画」を策定します。

次回は、「立地適正化計画」の概要について、お知らせします。 【問い合わせ】都市計画課（内線586）

【まちづくりのイメージと期待される効果】
拠点
鉄道

拠点

拠点

生活サービス施設と居住の場を近接させ、
人口を集積したコンパクトなまち

公共交通を中心とした地域間の連携や持続
可能な公共交通ネットワークの形成

プラス
＋

公共交通沿線等への居住の誘導

拠点エリアへの生活サービス施設
の集約や誘導

地域間を結ぶ公共交通サービスの充実

 サービス産業の生産性向上   住民の生活利便性向上 
 農地・緑地の保全・活用   生活サービスの維持 
 地域経済の活性化 

 行政サービスの効率化 
 高齢者の生きがい・社会進出 
 公共施設の維持管理の合理化 

 健康増進による社会保障費の抑制 

コンパクトシティ ネットワーク
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